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承
前

　

前
号
に
引
き
続
き
、
本
号
で
は
一
九
四
二
年
よ
り
四
四
年
ま
で
の
書
信
を
掲
載
す
る
。

　

途
中
一
九
四
一
年
は
書
信
の
往
還
が
途
絶
え
た
。
こ
れ
は
松
枝
茂
夫
が
『
瓜
豆
集
』（
創
元
社
）
の
刊
行
後
、
一
九
四
〇
年
か
ら
四

一
年
に
か
け
て
、『
紅
楼
夢
』（
岩
波
文
庫
）
の
翻
訳
に
没
頭
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。『
紅
楼
夢
』
は
第
一
冊
、
第
二
冊
を
一
九

四
〇
年
に
、
第
三
冊
を
一
九
四
一
年
に
刊
行
し
た
後
、
戦
時
中
の
紙
不
足
を
理
由
に
頓
挫
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
翻
訳
再
開
は
戦
後
を
待

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
九
四
二
年
の
久
方
ぶ
り
の
書
信
に
は
、
一
九
三
〇
年
の
長
期
留
学
以
来
、
十
一
年
ぶ
り
に
実
現
す
る
中
国
旅
行
の
計
画
を
周
作
人

に
知
ら
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
松
枝
は
上
海
を
経
由
し
て
紹
興
に
入
り
、
南
京
、
済
南
を
周
遊
し

た
後
、
北
京
で
周
作
人
や
兪
平
伯
を
訪
ね
た
。
当
時
の
旅
行
の
様
子
は
『
松
枝
茂
夫
文
集
』
第
二
巻
所
収
「〈
聞
書
〉
紹
興
、
魯
迅
、
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そ
し
て
周
作
人
」
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

表
記
・
体
裁
に
つ
い
て
は
前
号
の
方
針
を
踏
襲
し
、
原
文
表
記
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
原
文
に
な
い
記
号
（
鉤

括
弧
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
約
物
）
を
加
え
、
日
中
間
で
異
な
る
記
号
も
可
能
な
限
り
統
一
す
る
よ
う
改
め
た
。

　

今
回
も
飯
倉
照
平
先
生
（
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
）
に
校
閲
を
仰
い
だ
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
戦
前
篇
は

本
号
で
完
結
す
る
が
、
次
号
は
戦
後
篇
を
掲
載
す
る
。

戦
前
篇
（
合
計
周
四
十
四
通
／
松
枝
二
十
一
通
、
合
計
六
十
五
通⑴
）

　

・
一
九
三
六
年
（
周
四
通
／
松
枝
五
通
）　　
「
文
化
論
集
」
三
〇
号

　

・
一
九
三
七
年
（
周
三
通
／
松
枝
一
通
）

　

・
一
九
三
八
年
（
周
五
通
）

　

・
一
九
三
九
年
（
周
五
通
）

　

・
一
九
四
〇
年
（
周
十
三
通
／
松
枝
七
通
）　
「
文
化
論
集
」
三
一
号

　

・
一
九
四
二
年
（
周
三
通
／
松
枝
二
通
）

　

・
一
九
四
三
年
（
周
八
通
／
松
枝
四
通
）

　

・
一
九
四
四
年
（
周
三
通
／
松
枝
二
通
）　　

本
号

283



周作人・松枝茂夫往来書簡　戦前篇（3）

25

１
９
４
２
０
１
２
１
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

大
へ
ん
〳
〵
長
い
こ
と
御
無
沙
汰
い
た
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
の
で
、
ど
こ
か
ら
ど
う
書
い
て
よ
ろ
し
い
や
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
し
か

『
藥
堂
語
錄
』
を
頂
戴
し
て⑵
、
そ
の
御
礼
の
手
紙
を
差
上
げ
る
の
を
怠
っ
て
以
来
か
と
思
ひ
ま
す
。
い
つ
も
〳
〵
そ
の
事
を
念
頭
に
置

い
て
忘
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
御
座
い
ま
す
が
、
長
く
な
れ
ば
な
る
程
、
益
々
書
き
に
く
く
な
っ
て
、
と
う
〳
〵
今
日
に
到
っ
た

始
末
で
御
座
り
ま
す
。
一
官
半
職
を
う
れ
ば
人
間
か
う
も
駄
目
に
な
る
も
の
か
と
、
つ
く
〴
〵
考
へ
る
日
も
御
座
い
ま
す
。
今
更
の
詫

び
の
い
た
し
様
も
な
い
事
で
す
が
、
長
々
失
礼
申
上
げ
し
段
、
何
卒
々
々
、
御
許
し
下
さ
い
ま
す
様
、
く
れ
〴
〵
も
御
願
申
上
げ
る
次

第
で
御
座
い
ま
す
。

さ
て
小
生
は
近
々
の
う
ち
に
先
生
に
お
目
に
か
ゝ
る
日
の
来
る
こ
と
を
思
っ
て
胸
の
躍
る
の
を
禁
じ
え
な
い
気
持
で
、
こ
の
頃
暮
し
て

居
り
ま
す
。
長
い
間
待
ち
の
ぞ
ん
で
ゐ
た
支
那
旅
行
の
願
ひ
が
漸
く
の
こ
と
で
か
な
へ
ら
れ
、
二
月
の
末
（
も
う
あ
と
一
と
月
し
か
あ

り
ま
せ
ん
）
に
當
地
を
出
發
し
て
海
を
渡
り
ま
す
。
上
海
、
杭
州
、
南
京
を
見
て
北
上
し
、
御
地
に
入
る
の
は
、
多
分
三
月
半
ば
過
ぎ

頃
か
と
存
じ
ま
す
。
出
来
る
こ
と
な
ら
、
會
稽
山
を
一
目
な
り
と
も
見
た
い
も
の
と
熱
望
し
て
居
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
此
際
到
底
か
な

は
ぬ
事
で
せ
う
か
。
学
校
へ
は
「
支
那
文
壇
の
現
状
」
と
い
ふ
よ
う
な
好
加
減
な
研
究
題
目
を
書
い
て
届
け
て
あ
り
ま
す
が
、
小
生
と

し
て
は
實
は
た
ゞ
〳
〵
先
生
に
親
し
く
御
會
ひ
し
て
、
お
話
を
伺
ふ
外
に
目
的
は
御
座
い
ま
せ
ん
。
昭
和
九
年
、
山
水
楼
で
一
度
お
目
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に
か
ゝ
っ
た
こ
と⑶
が
あ
る
わ
け
で
御
座
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
席
が
大
へ
ん
遠
く
離
れ
て
居
り
ま
し
た
の
で
、
非
常
に
物
足
り
な
い
感
じ

を
抱
い
て
今
日
ま
で
ゐ
た
次
第
で
す
。
近
い
う
ち
に
そ
の
永
年
の
渇
望
を
醫
す
こ
と
の
出
来
る
の
を
何
よ
り
も
嬉
し
く
思
ひ
ま
す
。
今

は
仕
事
に
も
手
が
附
か
ぬ
や
う
な
気
持
で
御
座
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
又
は
じ
め
て
お
會
ひ
す
る
の
が
恐
ろ
し
い
や
う
な
気
も
い
た
し
ま

す
。
大
方
先
生
の
前
へ
出
た
ら
自
分
の
思
っ
て
ゐ
る
こ
と
言
ひ
た
ひ
こ
と
も
何
も
言
へ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
や
う
な
気
が
い
た

し
ま
す
。
私
は
筆
の
上
で
は
何
で
も
な
く
平
気
で
書
け
る
や
う
な
事
さ
へ
、
面
と
向
っ
て
口
で
は
な
ん
に
も
言
へ
な
い
と
い
ふ
や
う
な

情
け
な
い
性
質
を
持
っ
て
居
り
ま
す
の
で
、
先
生
に
お
會
ひ
す
る
こ
と
を
永
い
間
夢
想
し
、
近
々
い
よ
い
よ
そ
の
日
が
来
る
と
き
ま
っ

た
の
を
喜
ぶ
一
方
に
、
そ
の
や
う
な
危
惧
を
い
だ
く
の
で
す
。
去
年
先
生
が
東
京
に
い
ら
し
た
時⑷
に
小
生
も
東
京
へ
お
會
ひ
す
る
た
め

に
行
か
う
と
思
ひ
、
せ
め
て
門
司
ま
で
な
り
と
も
出
よ
う
と
考
へ
た
の
で
し
た
が
、
さ
う
思
っ
た
だ
け
で
、
と
う
〳
〵
實
行
に
移
し
え

な
か
っ
た
の
は
、
専
ら
さ
う
し
た
危
惧
に
本
づ
い
た
の
で
す
。
今
で
は
大
そ
う
そ
れ
を
後
悔
し
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
先
生
に

對
し
て
も
非
常
な
失
礼
を
冒
し
た
の
だ
と
心
か
ら
相
済
ま
ぬ
気
持
で
居
り
ま
す
。
今
度
こ
そ
は
是
が
非
で
も
先
生
に
お
會
ひ
い
た
し
た

い
と
思
ひ
ま
す
。
御
迷
惑
で
も
何
卒
々
々
一
度
御
引
見
お
許
し
下
さ
い
ま
す
様
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

北
京
滞
在
日
数
は
多
分
十
日
か
二
週
間
位
の
豫
定
で
御
座
い
ま
す
。
四
月
六
日
か
ら
学
校
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
そ
の
前
に
帰
福
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
。

御
地
は
目
下
厳
寒
の
候
で
御
座
い
ま
せ
う
。
御
身
御
大
切
に
お
過
し
の
程
、
遙
か
に
祈
上
げ
ま
す
。
當
地
も
中
々
寒
く
毎
日
つ
よ
い
風

が
吹
き
す
さ
ん
で
居
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
廾
一
日　
　
　
　

松
枝
茂
夫

　
　

周
作
人
先
生
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１
９
４
２
０
２
０
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
接
讀
手
書
，
得
知
月
中
將
枉
駕
來
江
南
再
行
北
上
，
甚
爲
忻
喜
。
唯
恐
文
旌
所
至
之
地
，
文
化
荒
落
，
別
無
可
觀
，
難
免
失
望
。

北
京
亦
是
同
樣
情
形
，
但
幸
尚
有
竹
内
君
二
三
舊
友⑸
可
以
談
話
，
寒
齋
雖
敝
陋
，
亦
希
望
有
機
會
得
有
一
二
次
之
聚
會
也
。
北
京
之
印

書
館
擬
為
鄙
人
印
一
文
集
，
因
於
近
四
五
年
所
寫
雜
文
中
選
取
二
十
篇
，
定
名
為
﹃
藥
味
集
﹄，
大
約
大
駕
抵
北
京
時
可
以
出
板⑹
，
當

以
呈
教
。
專
此
奉
復
，
匆
匆
不
盡
，
即
上

松
枝
先
生
座
右

二
月
一
日　

周
作
人
白

１
９
４
２
１
１
１
９
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓　

長
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
御
変
り
も
な
く
御
過
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。
さ
き
に
御
地
に
参
り
ま
し
た
折
は
過
分

の
御
歓
待
を
蒙
り
誠
に
感
激
に
堪
へ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
ゞ
親
し
く
拝
眉
し
て
謦
咳
に
接
し
た
だ
け
で
も
無
上
の
光
栄
と
存
じ
て
居
り

ま
し
た
の
に
、
歸
る
に
際
し
て
は
更
に
立
派
な
御
土
産⑺
ま
で
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
又
續
い
て
新
し
い
御
著
『
藥
味
集
』
を
御

惠
送
下
さ
い
ま
し
た
。
色
々
と
頂
戴
す
る
ば
か
り
で
今
迄
つ
ひ
に
御
礼
の
手
紙
一
本
も
差
上
げ
な
か
っ
た
失
禮
は
本
當
に
何
と
申
し
て

御
詑
し
て
よ
い
や
ら
分
り
ま
せ
ん
。
い
つ
い
つ
と
て
そ
れ
が
気
に
懸
ら
ぬ
日
は
無
か
っ
た
の
で
御
座
い
ま
す
が
一
日
延
し
に
延
す
う
ち

到
頭
い
つ
し
か
半
年
も
過
ぎ
去
っ
て
今
日
に
到
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。今
更
か
う
い
ふ
御
手
紙
を
差
上
げ
る
の
が
気
が
引
け
ま
す
。『
藥

味
集
』
は
學
校
で
學
生
と
一
緒
に
讀
む
事
に
し
て
ゐ
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
は
翻
譯
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
、
岩
波
書
店
あ
た
り
に
話

を
つ
け
つ
ゝ
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
そ
の
方
は
決
り
ま
せ
ん
。
實
は
學
校
で
「
周
作
人
研
究
」
と
題
す
る
講
義
と
い
ふ
程
の
大
層
な
も
の
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で
は
勿
論
御
座
い
ま
せ
ん
が
、
先
生
の
思
想
文
章
に
就
い
て
小
生
の
理
解
す
る
限
り
の
こ
と
を
、
こ
の
十
月
初
か
ら
一
週
二
時
間
づ
ゝ

話
し
て
居
り
ま
す
。
そ
の
合
間
〃
〃
に
『
藥
味
集
』
を
讀
ん
で
、
一
年
間
續
け
よ
う
と
い
ふ
計
畫
で
す
。
實
は
そ
れ
を
機
會
に
先
生
の
全

著
書
を
精
し
く
讀
み
返
し
て
み
や
う
と
い
ふ
利
己
的
な
考
に
發
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
。
分
か
ら
ぬ
事
ば
か
り
で
苦
し
ん
で
居
り
ま
す
。

又
先
月
末
、
實
業
之
日
本
社
か
ら
先
生
の
『
藥
堂
語
錄
』
を
翻
譯
出
版
し
た
い
と
の
依
賴⑻
を
受
け
ま
し
て
、
翻
譯
從
事
中
の
處
、
此
程

大
體
の
譯
出
を
終
り
ま
し
た
。
又
々
性
懲
り
も
な
く
誤
譯
だ
ら
け
の
拙
い
本
を
出
し
て
先
生
に
眉
を
し
か
め
さ
せ
る
事
か
と
恐
縮
し
て

ゐ
ま
す
。
例
の
通
り
小
生
に
讀
め
ぬ
個
所
、
多
々
有
り
、
甚
だ
御
多
忙
の
先
生
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
、
申
譯
も
御
座
い
ま
せ
ん
が
、

別
紙
列
記
の
條
々
御
教
示
願
い
度
存
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
『
中
國
文
學
』
誌
上
で
已
に
御
覽
下
さ
い
ま
し
た
事
と
存
じ
ま
す
が
、「
思
痛
記
」
の
翻
譯
は
大
體
終
り
、
こ
れ
か
ら
「
雅

片
事
略
」
に
取
懸
ら
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す⑻
。「
思
痛
記
」
の
拙
譯
文
に
就
い
て
は
方
々
小
生
に
讀
み
取
れ
ぬ
處
が
あ
り
、
先
生
に
お

た
づ
ね
し
よ
う
と
思
ひ
な
が
ら
、
急
が
れ
た
爲
に
そ
の
ま
ゝ
送
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。（
三
）（
四
）
は
殊
に
甚
だ
し
く
、
大
抵
は
何
と

か
コ
ジ
ツ
ケ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
コ
ジ
ツ
ケ
さ
へ
出
来
な
い
の
が
、
三
つ
四
つ
あ
っ
て
弱
り
ま
し
た
。
譯
文
全
體
に
つ
い
て
御
教

示
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
御
座
い
ま
す
。

早
く
も
冬
が
間
近
く
な
り
、
そ
ろ
〳
〵
寒
い
時
節
に
入
り
ま
す
。
御
地
は
も
う
す
っ
か
り
冬
で
せ
う
か
。
青
空
が
美
し
い
頃
で
御
座
い

ま
せ
う
。
目
加
田
君⑽
は
近
く
南
方
か
ら
北
へ
向
ふ
筈
で
す
が
、
こ
の
手
紙
が
着
く
頃
は
北
京
で
せ
う
か
。

週
末
の
餘
暇
（
金―

月
）
を
利
用
す
る
爲
、
こ
の
こ
ろ
は
毎
週
田
舎
（
佐
賀
縣
）
へ
仕
事
を
持
っ
て
逃
避
す
る
事
に
し
て
居
り
ま
す
。

家
で
は
幼
い
子
供
（
二
男
二
女
）
が
狭
い
と
こ
ろ
に
ウ
ジ
ャ
〳
〵
し
て
ゐ
ま
し
て
、
本
一
つ
お
ち
つ
い
て
讀
む
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

今
か
ら
そ
ち
ら
へ
出
張
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
御
座
い
ま
す
。
甚
だ
御
面
倒
な
お
願
を
い
た
し
ま
し
て
相
濟
み
ま
せ
ぬ
。

御
身
體
御
大
事
に
遙
か
に
祈
っ
て
居
り
ま
す
。　
　
　

松
枝
茂
夫
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周
作
人
先
生
机
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
九
日

１
９
４
２
１
２
１
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
手
書
讀
悉
。
承
下
問
各
條
，
草
率
註
就
，
有
一
二
條
須
查
書
，
而
匆
匆
未
能
查
出
，
如
注
乙
，
尚
希
原
諒
。﹃
藥
堂
語
錄
﹄
殊

不
值
譯
出
，
恐
内
容
乾
燥
無
味
，
對
於
外
國
讀
者
尤
不
甚
適
宜
，
雖
承
出
板
所
好
意
，
此
點
尚
請
考
慮
為
幸
。
近
日
俗
務
紛
集
，
未
能

多
寫
，
草
草
奉
復
，
即
上

松
枝
先
生
座
右

十
二
月
十
二
日  

作
人
啓

＊
編
者
注
記
：
以
下
の
部
分
は
松
枝
茂
夫
の
質
問
の
手
紙
（
１
９
４
２
１
１
１
９
Ｍ
）
に
周
作
人
が
回
答
を
直
接
書
き
込
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
以
下
は
明
朝
が
松
枝
茂
夫
、
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
を
周
作
人
で
区
別
し
た
が
、
判
別
に
苦
し
む
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
、
影
印
も

併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

藥
堂
語
錄
序

一
頁　

那
就
為
得
其
中
的
一
點
常
識
。　
「
ソ
ノ
中
ノ
…
…
常
識
の
為
の　

「
ソ
ノ
中
ヲ
庸
得
タ
ル
」
？　
　

二
頁　

已
經
有
三
缺
一
、
麻マ
ジ
ャ
ン将
ヲ
ヤ
ル
時
，
三
人
ソ
モ
ッ
テ⑾
，
一
人
ダ
ケ
タ
リ
ナ
イ

　

〃　

草
頭
郎
中
、
漢
法
醫
？
民
間
療
法
ノ
藪
醫
者
，
草
頭
藥
＝
民
間
療
法
ノ
藥
草
。

　

〃　

做
在
糖
裏
的
肉
桂
薄
荷…

…

。
飴
ノ
中
ニ
入
レ
テ
「
味
ヲ
ツア
ケ
ル
」
？
肉
桂
…
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瑣
事
閒
錄

十
四
頁　

故
友
燁
齋　

錢
玄
同

　
　
　

跨
鶴
吹
笙
譜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
ハ
即
チ
頭
牌
也

十
六
頁　

門
陳
﹁
肅
靜
﹂﹁
道
台
﹂﹁
翰
林
﹂﹁
布
政
﹂
等
朱
牌
。
コ
レ
デ
宜
敷
シ
キ
ヤ
？

　

〃　
　

曲
房
無
阿
，
廡
？　
　

無　

不
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
四ア
ヅ
マ
ヤ阿
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朱
塗
ニ
金
ノ
文
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肅　

靜

　

〃　
　

頭
牌
執
事
。
執
事
は
鹵
簿
，
昔
大
名
行
列
ニ
先
ニ
行
ク
樣
ナ
モ
ノ
，
頭
牌
は
執
事
の
中
の
一
ツ
，
肅
靜
、

迴
避
、
及
ビ
頭
銜
（
官
名
）
等
ヲ
書
イ
テ
ア
ル
高
札
ノ
様
ナ
モ
ノ
，
但
タ
テ
ニ
長
イ
。

　
　
　

如
夢
錄

十
九
頁　

北
關
々
王
赴
臨地

名
，
三
字

埠
集
買
泥
馬　

北
關
ノ
關
王
（
關
帝
？
）
ガ
臨
埠
（
地
名
？
）
ヘ
泥
馬
ヲ
買　

集
ニ
行
ッ
タ
？

　
　
　

存
拙
齋
札
疏⑿

二
二　
﹁
令
人
心

﹂。
嘔
吐
ヲ
催
サ
セ
ル
？
俗
語
，�
越
諺
�
著
者
范
寅
在
其
日
記
中
常
用
之
�

　
　
　

姚
鏡
塘
集

二
四
頁
﹁
或
病
瑣
窗
幽
﹂
一
案　

見
別
紙
注
甲

　

〃　

﹁
一
筐
櫻
桃
先
給
予
懐
王
﹂　

注
乙

　
　
　

汴
宋
竹
枝
詞
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二
六　

但
止
乞
頭
，
タ
ゞ
「
頭
」
ヲ
モ
ラ
フ
バ
カ
リ
ダ
，
頭
＝
頭
錢　
博
徒
ガ
博
場
主

人
ニ
納
メ
ル
金

　
　
　

五
祖
肉
身

二
七　

蔍

◎

澞
薈
錄　

麉

甲
�
宋

字
玉
田
�
詞
之
名
家

張
炎
著
�
詞
源
�
卷
下
云
�
�
先
人　

張
樞
�

字
斗
南　

曉
暢
音
律
�
每
作
一
詞
�
必
使
歌
者
按
之
�
稍
有
不
協
�
隨
即
改
正
�
作
�
惜
花

春
起
早
�
云
�
�
瑣
窗
深
��
�
深
�
字
意
不
協
�
改
爲
�
幽
�
字
�
又
不
協
�
再
改
爲
�
明
�
字
�
歌
之
始
協⒀
�
�
今
人
或
評
其
不

合
理
�
謂
曲
詞
意
以
就
音
律
�
不
足
爲
法
�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
人
已
忘

　
　
　
　
　
　
　

マ
ゲ
ル

乙
�
安
祿
山
以
櫻
桃
賜
人
�
作
詩末
二
句云
�
�
一
筐
與
懐
王
�
一
筐
與
周
贄⒁
�
侍
者
云
�
如
二
句
前
後
改
易
�
則
叶
韻
矣
�
祿
山
不
可
�
云

豈
可
能
使
吾
兒　

懐
王
即

祿
山
子　

居
周
贄
之
下
�
�

　
　
　
　

七
修
類
稿

二
九
頁　

人
性
有
偏
至
。
人
ニ
ハ
極ア
ル
方
面端
ニ
走
ル
性
質
ア
リ
？

　
　
　
　

麻
團
勝
會

三
七
頁
七
行　

大
老
官　

大
盡
ノ
事

三
八　

糝
米
為
團
。
コ
ネ
ル
ノ
事
ダ
ラ
ウ

　
　
　
　

張
天
翁
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四
四　

不
能
歸
在
張
道
陵
名
下
，不
能算
是
他
的
新
意
匠
者
也
。

　
　
　

不
能
ガ
ドシ
マ
ヒコ
マ
デ
懸
ル
カ
，
他
ハ
張
道
陵
ヲ
指
ス
カ
？

　
　
　

洞
靈
小
志

四
五　

與
水
竹
村
人　

各
集
相
似
，　

水
竹
村
人
＝
徐
世
昌　

各
集
＝
詩
、
文
各
種

　
　
　

洪
幼
懐

五
〇
頁　

孔
另
境
，
ソ
ノ
著
書
？　

小
説
考
證
ノ
樣
ナ
書
物
，
書
名
ハ
忘
レ
タ⒂

　

〃　
　

良
不
愧
為
名
父
之
子　

幼
懐
ノ
父
ハ
誰
デ
セ
ウ
カ
？　

洪
北
江　

亮
吉

　
　
　

藥
酒

五
一
頁　

至
多
茵
陳
酒
氣
色
…
…　

茵
陳
，
艾
の
類
，
焼
酎
ニ
浸
シ
テ
藥
酒
ニ
ナ
ル

五
二　

爲
什
麽
醫
工
之
性
…
…　
　
　

巫
？

原
文
如
此
，
昔
醫
師
ヲ
職
人
ト
見
タ
カ
ラ
デ
シ
ョ
ウ

　
　
　

落
花
生

五
三
頁　

行
枝
如
甕
菜
虎
耳
藤
，　

枝
ヲ
匐
ハ
シ
テ

　
　
　

宋
瑣
語

六
四
頁　

而
佛
々
遂
乘
其
後
，
青地

泥名

デ
敗
竄
，
幾
至
匹
馬
隻
輪
。

　
　
　
　

佛
々
＝
赫
連
勃
々
�
人
名

　
　
　
　

晉
末
五
胡
ノ
一
�
匈
奴
ノ
族
�
敗
義
真
�
入
長
安
�
稱
帝
�
國
號
夏
�
後
爲
魏
所
滅
�

　

〃　
　

義
真
獨
逃
草
中
，
僅
以
身
免
，
而
關
中
百
二
仍
化
爲
戎
場
矣
。

　
　
　
　
　

宋
高
祖
之
子　
　
　
　
　
關
中　

地
名　

百
二
＝
百
二
ノ
険
，
見
﹃
字
源
﹄P.

一
三
〇
一
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秦
，
今
陝
西
省

　
　
　

南
園
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史
彌
遠　

其
時
權
相

六
五
頁　

韓
敗
，
臺
評
及
於
放
翁
，
不
過
以
媚
彌
遠
耳
。
臺
ハ
御
史
臺　

評
ハ
彈
劾
。

六
六
頁　

爾
時
雖
不
能
懼
思
？　

懼
思
，
憂
ヒ
思
フ

　
　
　

澹
盦
文
存

七
五
頁　

老
友
覃
公
？　

沈
兼
士
ノ
事　
兼
ハ
詩
韻　
下
平
聲　
十
三
覃
ノ
中
ニ
ア
リ　
韻
日
ヲ
以
テ
其
韻
ノ
中
ノ

字
ヲ
代
ヘ
ル
事
ハ
，
古
人
（
顧
亭
林
ノ
如
キ
）
ノ
ヨ
ク
ス
ル
事
ナ
リ

　
　
　

武
藏
無
山

八
〇
頁　

千
首
萬
世　

千
秋
萬
歲
ノ
音
譯

　

〃　
　

華
蓋
ゝ
〃　

若
イ
〳
　〵

同

　

〃　
　

﹃
寄
譯
通
言
﹄。
書
名
�
未
見

　
　
　

錢
名
世
序
文

九
〇
頁　

但
只
是
許
州
官
放
火
，
原
是
自
古
如
斯
耳　
秉
燭
談
一
一
三
ペ
ー
ジ　

「
老
學
庵
筆
記
」
ニ
見
ユ
。

　

〃　
　

養
瘦
馬　
『
陶
庵
夢
憶
』
ニ
見
ユ
，
女
ヲ
訓
練
シ
テ
、
妾
ニ
賣
ル

事　

瘦
馬
ヲ
養
フ
ト
云
フ

　

〃　
　

詞
臣
一
詩
時
？
頌
揚
，
可
謂
泰
山
之
微
塵
，
亦
似
仰
希
朝
恉

　
　
　
　
　
詞
臣
以
一
詩
為
頌
揚
，
可
謂
只
是
泰
山
上
之
一
點
微
塵

耳
，
且
亦
以
附
和
朝
廷
之
意
旨
耳
。
一
篇
ノ
詩
ヲ
以
テ

　
　
　

讀
詩
管
見

九
四
頁　

餅
齋　

玄
同
先
生
？

　

〃　
　

老
鐵
？　

趙
蔭
棠　

現
北
京
大
學
文
學
院
教
授
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〃　
　

令
人
忍
俊
不
禁　

使
人
忍
不
住
要
發
笑

　
　
　

曾
衍
東
詩⒃

九
七
頁　

絲
繐
榔
竿
轎
大
乘
，
四
圍
雪
亮
玉
壺
冰

　
　
　
　
　

絲
繐
榔
竿
ノ
大
轎
ニ
乘
ル
意
？

　
　
　

夜
光
珠

一
〇
三
頁　

蓋
後
世
帝
王
已
難
該
得
起
此
宗
珍
寶

　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ツ
資
格
ガ
ナ
ク
ナ
ッ
タ　

該
得
起
（
俗
語
）
＝
モ
ツ
事
ガ
デ
キ
ル

　
　
　

中
秋
的
月
亮

一
〇
六
頁　

中
秋
供
素
月
餅
、
水
菓
及
老
南
瓜　
肉
ノ
入
ラ
ヌ
月
餅
、
果

物
、
大
キ
ナ
南
瓜
？

一
〇
七　
　

這
也
只
是
風
雲
之
會
，
不
過
跑
龍
套
罷
了

　
　
　
　
　
　

風
雲
之
会　

英
雄
が
時
機
に
投
じ
て
志
を
達
す
る
を
云
ふ
『
字
源
』
二
二
〇
三
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　

跑
龍
套　

舊
劇
ノ
術
語　

大
将
が
登
場
す
る
前
に
四
人
の
兵
卒
が
先
に
出
て
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兩
側
に
立
つ
事

１
９
４
２
１
２
２
６
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
前
承
詢
及
櫻
桃
一
筐
賜
與
懐
王
之
出
典
，
一
時
未
能
想
起
，
頃
閱
﹃
唐
人
小
説
﹄，
乃
於
﹁
安
祿
山
事
跡
﹂
中
找
到
，
今
特
抄

呈
希
察
覽
為
幸
。
此
上

松
枝
先
生
左
右　

作
人
啓　

十
二
月
廿
六
日
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︹
史
思
明
︺
甞
欲
以
櫻
桃
賜
其
子
朝
義
及
周
贄
，
以
彩
牒
勅
左
右
書
之
，
曰
﹁
櫻
桃
一
籠
子
，
半
赤
一
半
黃
，
一
半
與
懐
王
，
一
半
與

周
贄
﹂
小
吏
龍
譚
進
曰
﹁
請
改
爲
一
半
與
周
贄
，
一
半
與
懐
王
，
則
聲
韻
相
協
﹂
思
明
曰
﹁
韻
是
何
物
，
豈
可
以
我
兒
在
周
贄
之
下
﹂

﹁
安
祿
山
事
跡
﹂
三
卷
，
唐
姚
汝
能
撰
，
宣
統
元
年
，
葉
德
輝
刻
入
﹃
唐
人
小
説
六
種
﹄
中
。

１
９
４
３
０
２
１
７
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
日
前
寄
上
近
作
小
文
小
冊
子
想
已
蒙
收
入
。
頃
見
﹁
思
痛
記
﹂
尊
譯
，
有
一
二
處
就
鄙
見
所
及
略
加
説
明
，
今
附
呈
，
亦
希
察

覽
。
前
三
次
譯
文
匆
匆
閱
過
，
未
及
留
意
，
未
知
其
中
有
無
些
小
疑
問
，
如
蒙
下
問
當
竭
所
知
奉
答
也
。
草
草
不
盡
，
即
上

松
枝
先
生
座
右

　
　
　

二
月
十
七
日　

周
作
人
啓

﹃
中
國
文
學
﹄
九
十
一⒄
，
ペ
ー
ジ
290　
痧
，
普
通
多
指
日
射
病
，
但
弔
脚
痧
則
為
コ
レ
ラ
，
紅
斑
痧
為
猩
紅
熱

　

又　
　

ペ
ー
ジ
294　
事
，⒅
指
施
給
米
穀
之
事
。
非
，
與
下
文
不
能
相
接
。
親
信
4

4

連
讀
，
意
謂
…
…
の
顯
官
で
な
く
，
又
歸
王
の
親
信

で
な
け
れ
ば
、
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又　

305⒆　

廣
文
乃
學
官　
民
國
以
前
，
國

立
學
校
之
教
官　

之
別
稱
，
正
式
名
稱
有
教
授
，
訓
導
，
教
諭
三
種
。

１
９
４
３
０
２
２
４
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
四
日
手
書
至
今
日
收
到
，
可
謂
慢
矣
。
承
問
各
節
今
已
註
明
送
呈
乞
查
收
。﹃
結
緣
豆
﹄
之
名
甚
佳
，
但
恐
内
容
不
相
稱
，
未

必
有
此
力
量
，
却
煩
費
力
譯
出
印
行
，
得
無
有
徒
費
之
感
耶
。
日
前
寄
上
小
冊
子
亦
只
出
於
畏
天
憫
人
之
意
，
大
抵
亦
是
徒
費
之
一
耳
。

匆
々
，
上

松
枝
先
生
座
右

　
　

二
月
二
十
四
日　

周
作
人

＊
編
者
注
記
：
以
下
の
部
分
は
松
枝
茂
夫
の
質
問
の
手
紙
（
散
逸
）
に
周
作
人
が
回
答
を
直
接
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
以
下
は
明

朝
が
松
枝
茂
夫
、
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
を
周
作
人
で
区
別
し
た
が
、
判
別
に
苦
し
む
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
、
影
印
も
併
せ
て
参
照
さ
れ

た
い
。

賣
糖⒇　

喚
嬌
娘　
　

小
間
物
行
商
人
の
な
ら
す
小
さ
な
鉦か
ね

。
驚
閨
又
は

　
　
　
　
　
　

喚
嬌
娘
と
云
ふ
，
心
は
閨
房
の
中
の
娘
を
呼
び
出
す

　
　
　

如
蕭
老
老
公
之
荷
荷　

梁
の
武
帝
蕭
衍

　
　
　

臺
城
に
餓
死
す
る
時
，
荷オ
ー

荷オ
ー

と
叫
ん
だ

　
　
　
「
閒
話
揚
州
」
易
家
鉞
著
，
揚
州
人
の
惡
口
を
云
っ
た
為
め
，
問
題
を
お
こ
し
た
も
の

撒
豆　

枯
草
熱　

H
ayfever

之
譯
語
，
か
れ
く
さ
ネ
ツ
。
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緣
日　

鶴
子
花　

ゲ
ラ
ニ
ウ
ム21
（G

eranium

）
の
意
譯　

西
洋
草
花

模
糊　

模
糊
・
糊
塗
ハ
ド
ウ
譯
シ
タ
ラ
宜
シ
イ
デ
セ
ウ
カ
，
大
マ
カ
，
ボ
ン
ヤ
リ

（
欄
外
書
き
込
み
：
場
合
に
よ
っ
て
ド
ウ
チ22
に
し
て
も
よ
い
）

結
緣
豆　

洞
裏
火
燒　

火
燒
は
北
京
の
〝
焼
餅
〞
の
事
，
爐
の
中
に
入
れ
て
焼
く
か
ら
、
洞
裏
火
燒
ト
云
フ
。

　
　

我
平
常
笑
禪
宗
和
尚
那
麽
超
脫
，
却
還

？

掛
念
臘
月
二
十
八
…
…

　
　

臘
月
二
十
八
は
大
晦
日
の
意
味
。
佛
教
で
は
よ
く
死
ぬ
時
、
死
に
際
を
臘
月
二
十
八
に
た
と
へ
て
云
ふ

（
欄
外
書
き
込
み
：
掛
念　

気
に
す
る
）

禹
跡
寺　

匏
瓜
廠
主
人　

沈
尹
默
の
別
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　

詩
人
，
前
北
京
大
學
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
北
平
大
學
校
長

１
９
４
３
０
３
１
６
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓　

先
日
は
「
中
國
の
思
想
問
題23
」
を
御
送
り
下
さ
れ
、
又
一
昨
日
は
「
思
痛
記
」
の
拙
譯
の
誤
り
に
つ
き
御
教
示
賜
り
洵
に
御
厚

情
有
難
く
存
じ
ま
す
。「
思
痛
記
」
に
つ
き
て
は
御
言
葉
に
甘
へ
て
近
々
の
中
に
澤
山
お
た
づ
ね
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
も
っ
と

も
同
書
単
行
本
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
御
承
知
の
通
り
の
い
き
さ
つ
が
あ
っ
て
、
生
活
社
の
方
で
は
渋
っ
て
居
る
や
う
な
状
態
で
御
座

い
ま
す
の
で
、
實
現
は
困
難
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
竹
内
君
が
必
ず
本
に
す
る
と
云
っ
て
呉
れ
る
の
で
す
が
、
果
し
て
ど
う
な
り
ま
す
か
。

凡
て
竹
内
君
に
委
せ
て
居
り
ま
す
。「
中
國
の
思
想
問
題
」
は
早
速
拝
讀
し
て
非
常
な
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
是
非
と
も
こ
れ
は
廣
く

人
々
に
讀
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
ひ
、例
の
大
膽
さ
で
直
ち
に
翻
譯
を
試
み
、改
造
社
に
交
渉
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、昨
日
返
事
が
あ
っ
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て
、『
改
造
』
四
月
号
に
是
非
と
も
掲
載
い
た
し
た
し
と
の
事
で
御
座
い
ま
し
た
。
文
中
二
三
、
解
し
か
ね
た
處
が
あ
り
ま
す
。

三
頁
九
行
、
相
人
偶
者
謂
人
之
偶
之
也
、
之
ヲ
人
ト
シ
之
ヲ
偶
ト
ス
と
よ
ん
で
宜
し
い
の
で
せ
う
か
、
或
は
人
ノ
之
ヲ
偶
ト
ス
ル
？

三
頁
六
行
、
魯
養
爰
居　
『
章
氏
叢
書24
』
が
学
校
に
な
い
の
で
、
檢
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
魚
羊
？
ナ
ド
、
故
事
ツ
ケ
タ
リ
シ
テ

ヰ
マ
ス
。

七
頁
九
行
、
松
麨

何
卒
御
教
示
賜
り
度
う
存
じ
ま
す
。

相
変
ら
ず
生
活
に
追
は
れ
て
何
一
つ
成
し
出
で
ず
、
こ
れ
で
三
十
九
に
も
な
っ
て
、
二
男
二
女
の
父
で
あ
る
か
と
、
時
々
は
顧
て
驚
く

と
共
に
自
ら
赤
面
す
る
の
で
す
。
先
日
何
年
振
り
か
で
會
っ
た
友
人
か
ら
一
向
世
帯
や
つ
れ
し
て
な
い
の
は
感
心
だ
と
、
ほ
め
ら
れ
ま

し
た
。
實
は
冷
や
か
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
る
で
ネ
ン
ネ
エ
の
や
う
に
世
の
中
の
事
が
解
ら
ず
、
い
ま
だ
に
法
國
の
小
説
に

熱
中
し
、『
グ
リ
ム
童
話
集
』
を
娘
（
十
三
歳
）
と
引
張
り
凧
す
る
や
う
な
始
末
で
す
か
ら
、
大
方
察
せ
ら
れ
ま
せ
う
。
時
々
は
本
當

に
心
か
ら
赤
面
し
ま
す
。
い
つ
に
な
っ
た
ら―

―
と
心
細
く
感
じ
ま
す
。

昨
年
、支
那
旅
行
に
出
發
し
た
の
が
二
月
二
十
六
日
で
、あ
れ
か
ら
も
う
一
年
た
ち
ま
し
た
。全
く
ぼ
や
〳
〵
し
て
ゐ
る
中
に
一
年
た
っ

て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
明
日
は
雛
祭
と
や
ら
で
、
子
供
等
が
首
の
取
れ
た
お
雛
様
を
取
出
し
て
並
べ
て
ゐ
ま
す
。
気
候
も
漸
く
春
め
い
て

参
り
ま
し
た
。
御
地
の
春
は
ま
だ
大
分
お
く
れ
ま
せ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
二
日　
　
　

松
枝
茂
夫

周
先
生　
　

侍
史
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二
伸

こ
ち
ら
の
大
学
の
学
生　
支
那
文
学
専
攻
、
森
一
作
と
い
ふ
の
が
、
近
く
御
地
を
訪
れ
る
由
で
、
或
は
、
先
生
を
お
訪
ね
い
た
す
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
折
は
何
と
ぞ
御
引
見
下
さ
い
ま
す
様
、
御
願
申
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
六
日

宛
名
の
書
き
方
が
間
違
っ
て
ゐ
た
為
、
半
月
程
帰
郷
中
に
三
月
二
日
に
出
し
た
筈
の
こ
の
手
紙
が
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

１
９
４
３
０
３
２
５
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】（
電
報25
）

二
四　

ペ
キ
ン
セ
イ
ゼ
ウ　

一
〇
一
〇
ヒ
二
五　

セ
一
一
、
四
〇

ロ
ウ
ニ
ン
タ
セ
ニ
一
四
五
」

マ
ツ
エ
ダ　

シ
ゲ
ヲ

 
 

ロ
コ
ク
ガ　

エ
ン
キ
ヨ
ト
イ
フ
ト
リ
ヲ
カ
フ
ニ
ハ
ト
ヨ
ム
シ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
九
、
三
〇　

一
五
九

１
９
４
３
０
３
２
６
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
手
書
誦
悉
。
拙
文
又
蒙
譯
出
，
甚
爲
感
愧
。
承
詢
文
句
略
解
於
下
。
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人
之
偶
之
也　

人
ノ
之
ヲ
偶
ト
ス
ル
。

魯
養
爰
居　

魯　
國名　

ガ
爰
居　
海
鳥

名　

ヲ
養飼

フフ

ト
云
フ
意
味26
。
關
於
此
句
，
因
想
﹃
改
造
﹄
即
將
出
板
，
寄
信
恐
遲
誤
，
昨
以
電
報
奉
聞
，

因
電
文
難
解
，
由
電
報
局
來
請
求
説
明
，
未
知
於
收
到
時
有
無
查
問
，
深
恐
返
ッ
テ
迷
惑
ヲ
カ
ケ
テ
甚
爲
歉
仄

松
麨　

麨
ハ
コ
ガ
シ
。
松
の
葉
ヲ
粉
ニ
シ
テ
麥
コ
ガ
シ
ノ
様
ナ
，
仙
人
ノ
食
フ
モ
ノ
カ
ト
思
フ

森
君
尚
未
見
到
，
四
月
初
旬
，
須
往
南
京
一
行
，
至
十
五
日
以
後
方
歸
，
或
恐
其
時
相
左
亦
未
可
知
。

草
草
不
盡
，
即
上

松
枝
先
生
台
鑒　
　

作
人
啓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
廿
六
日

１
９
４
３
０
４
１
８
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓　

電
報
二
通27
、
続
い
て
玉
翰
拝
誦
、
洵
に
恐
縮
の
外
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
で
に
雑
誌
が
出
て
し
ま
っ
た
後
で
訂
正
す
る
事

が
出
来
ず
、
折
角
の
御
厚
情
に
相
背
き
、
本
當
に
申
譯
も
な
く
存
じ
ま
す
。
あ
ま
り
早
ま
っ
て
杜
撰
な
譯
稿
を
發
表
し
て
し
ま
ひ
、
今

に
は
じ
め
ぬ
事
乍
ら
慚
愧
の
至
り
で
御
座
い
ま
す
。
お
詫
び
の
致
し
様
も
あ
り
ま
せ
ん
。
雑
誌
は
さ
き
に
一
部
お
手
許
に
お
送
り
申
上

げ
ま
し
た
。
す
で
に
御
覧
下
さ
い
ま
し
た
事
と
存
じ
ま
す
。「
魯
養
爰
居
」
は
じ
め
珍
譯
も
定
め
て
多
い
事
か
と
恐
れ
ま
す
。『
結
縁
豆
』

に
収
め
る
際
に
訂
正
い
た
し
た
く
、
不
安
の
處
、
何
と
ぞ
御
教
示
下
さ
い
ま
す
様
、
お
ね
が
ひ
い
た
し
ま
す
。「
爰
居
」
は
當
時
『
佩

文
韻
府
』
な
ぞ
引
繰
り
返
し
て
査
べ
ま
し
た
が
終
に
わ
か
ら
ず
、
あ
ゝ
い
ふ
滑
稽
な
妙
譯
を
捻
り
出
し
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
『
鑒
禪
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畫
適
』
の
中
に
大
雅
蕪
村
を
論
じ
た
中
に
、「
商
呂
ノ
爰
居
ヲ
饗
ス
ル
ニ
似
テ
驚
カ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
ナ
シ
」
と
い
ふ
文28
を
偶
然
見
付
け
出

し
、
喫
驚
い
た
し
ま
し
た
。「
商
呂
ノ
爰
居
」
と
は
ど
う
い
ふ
意
味
で
せ
う
か
。
出
典
は
い
ま
だ
に
檢
出
し
得
な
い
で
居
り
ま
す
。

『
結
縁
豆
』
の
草
稿
は
す
で
に
書
店
に
送
り
ま
し
た
。
内
容
ハ
『
藥
堂
語
錄
』
と
外
十
三
篇
で
す
。
十
三
篇
は
前
便
に
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
十
五
篇
中
よ
り
、「
關
於
朱
舜
水
」
と
「
鴉
片
事
略
」
の
二
つ
を
省
い
た
の
で
す
。「
朱
舜
水
」
は
是
非
入
れ
た
い
と
最
初
か
ら
豫

定
し
て
ゐ
た
の
で
す
が
、
一
二
個
所
、
引
用
文
の
意
味
の
わ
か
ら
ぬ
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
一
つ
は
枚
数
の
都
合
も
あ
っ
て
省
い
た

の
で
し
た
。
甚
だ
残
念
で
す
が
、
ど
う
せ
近
い
中
に
『
藥
味
集
』
の
翻
譯
に
着
手
す
る
考
で
居
ま
す
か
ら
、
割
愛
す
る
事
に
い
た
し
ま

し
た
。

と
こ
ろ
で
茲
に
甚
だ
申
し
兼
ね
る
一
件
で
御
座
い
ま
す
が
、
こ
の
『
結
縁
豆
』
に
先
生
の
序
文
が
頂
け
な
い
だ
ら
う
か
と
本
屋
の
方
で

申
す
の
で
す
。
十
三
篇
を
頭
に
持
っ
て
来
て
、
後
半
が
『
藥
堂
語
錄
』
と
な
る
の
で
、
先
生
の
総
序
が
初
め
に
有
っ
た
ら
非
常
に
よ
い

と
小
生
に
も
思
は
れ
ま
す
。
甚
だ
ま
づ
い
且
誤
譯
だ
ら
け
の
不
充
分
な
譯
本
に
先
生
の
序
文
を
い
た
ゞ
か
う
と
考
へ
る
な
ど
、
ま
こ
と

に
お
こ
が
ま
し
い
限
り
と
我
な
が
ら
赤
面
を
覚
え
ま
す
。
本
屋
か
ら
そ
の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
の
は
正
月
の
初
の
事
で
し
た
が
、
延

し
〳
〵
て
今
日
に
到
っ
た
次
第
で
す
。
極
簡
単
な
の
で
結
構
で
御
座
い
ま
す
。
若
願
へ
ま
し
た
ら
一
筆
書
い
て
頂
け
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。

更
に
も
う
一
つ
『
結
縁
豆
』
の
題
簽
を
お
願
ひ
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
表
紙
か
扉
に
（
或
は
両
方
）
用
ひ
た
く
、『
瓜
豆
集
』
や
『
藥

味
集
』
の
表
紙
は
非
常
に
好
も
し
く
思
ひ
ま
す
か
ら
、
是
非
御
無
心
申
上
げ
た
く
、
御
多
忙
中
の
先
生
と
重
々
存
じ
上
げ
乍
ら
勝
手
な

お
願
ば
か
り
申
上
げ
ま
し
た
。

本
年
は
四
月
も
す
で
に
半
を
過
ぎ
た
と
い
ふ
の
に
、
ま
だ
寒
う
御
座
い
ま
す
。
満
開
の
櫻
を
霰
が
叩
き
落
し
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
途
方
も

な
い
奇
景
を
見
ま
し
た
。
櫻
を
見
る
遑
も
な
く
す
ぎ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
大
陸
も
や
は
り
時
な
ら
ぬ
寒
さ
で
あ
る
と
聞
い
て
ゐ
ま
す
。

南
京
は
如
何
で
し
た
で
せ
う
か
。
随
分
お
久
し
振
り
で
さ
ぞ
か
し
感
慨
も
お
深
か
っ
た
事
と
御
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
も
う
無
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事
に
北
京
に
御
帰
着
に
な
っ
た
頃
で
せ
う
か
。
前
便
で
一
寸
申
上
げ
ま
し
た
友
人
森
君
は
ま
だ
帰
っ
て
参
り
ま
せ
ん
が
、
間
に
合
ひ
ま

し
た
で
せ
う
か
。

気
候
不
順
の
折
柄
、
御
自
愛
の
程
、
ひ
と
へ
に
御
祈
り
申
上
げ
ま
す
。
乱
筆
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
十
八
日　

松
枝
茂
夫

　
　
　

周
作
人
先
生１

９
４
３
０
４
３
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啟　

惠
翰
誦
悉
，﹃
結
緣
豆
﹄
知
將
付
印
，
囑
寫
小
序
，
本
當
應
命
，
唯
正
值
居
喪
，
未
能
執
筆
，
但
題
簽
或
可
寫
奉
耳
。〝
爰
居
〞

見
於
﹃
爾
雅
﹄
釋
鳥
中
，
魯
養
爰
居
之
事
見
於
﹃
國
語
﹄
之
﹁
魯
語
﹂。
便
以
奉
聞
。
匆
匆
不
盡
即
上
。

松
枝
先
生
座
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
卅
日　

作
人
白

１
９
４
３
０
４
３
０
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】
訃
音29

（
表
紙
）

訃
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幕
設
地
安
門
外
嘉
興
寺

（
本
文
）
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先
母
魯
太
夫
人
痛
於
民
國
三
十
二
年
四
月
二
十
二
日

　

酉
時
壽
終
京
寓
距
生
於
咸
豐
七
年
十
一
月
十
九
日

　

戍
時
享
壽
八
十
七
歲　
作
人

　
　
　

等
隨
侍
在
側
親
視
含
殮

　

擇
日
安
葬
玆
定
於
五
月
二
日
設
奠
領
帖
哀
此
訃

聞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男　

周　

樹
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
婦　
　

朱
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豐
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
男　

豐
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豐
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
嬰
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若
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
女　

靜
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鞠
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
婦　

張
菼
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曾
孫
女　

和
子

１
９
４
３
１
０
１
４
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人30
】

拝
啓　

久
し
く
御
無
沙
汰
申
上
げ
ま
し
た
。
先
般
御
母
堂
様
御
逝
去
の
折
は
、
ろ
く
〳
〵
御
見
舞
の
言
葉
さ
へ
差
上
げ
ず
、
甚
だ
申
譯

も
な
く
存
じ
て
居
り
ま
す
。
何
と
申
上
げ
て
よ
い
や
ら
わ
か
ら
ぬ
儘
に
い
つ
も
そ
の
事
を
氣
に
懸
け
な
が
ら
、
い
つ
し
か
時
を
す
ご
し
、

今
は
益
々
申
上
げ
や
う
も
な
く
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
禮
を
わ
き
ま
へ
ぬ
振
舞
に
對
し
て
さ
ぞ
か
し
面
白
か
ら
ず
思
っ
て
ゐ
ら
れ
ま

す
事
と
察
せ
ら
れ
、
い
よ
〳
〵
身
の
置
き
ど
こ
ろ
も
な
い
思
ひ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
更
御
詫
び
の
し
や
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
と

ぞ
〳
〵
御
許
し
の
程
願
上
げ
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。
北
京
に
遊
ん
だ
の
は
、
つ
い
こ
の
間
の
や
う
な
氣
が
致
し
ま
す
が
、
指
折
り
數
へ
て

み
る
と
、
も
う
一
年
半
の
昔
と
成
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
随
分
と
変
っ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

『
結
縁
豆
』
は
一
應
出
来
た
譯
稿
を
本
屋
に
渡
し
た
の
は
今
年
の
四
月
初
旬
の
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
一
部
分
の
原
稿
が
紛
失
し
た

り
し
た
事
件
が
あ
っ
て
（
東
京
で
）、
再
び
前
と
多
少
企
畫
を
変
へ
て
譯
し
直
し
、
郵
送
し
た
の
は
五
月
末
の
事
で
し
た
。
さ
う
し
て
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一
昨
日
に
な
っ
て
漸
く
校
正
が
出
初
め
ま
し
た
。
さ
う
し
ま
す
と
、
前
に
質
問
し
そ
く
な
っ
て
ゐ
た
疑
の
個
所
が
い
く
つ
も
出
て
来
て

忽
ち
困
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
度
の
『
結
縁
豆
』
の
内
容
は
次
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
縁
豆
、
縁
日
、
撒
豆
、
賣
糖
、
浮
世
風
呂
、
關
於
朱
舜
水
、
關
於
王
韜
、
児
時
的
回
憶
、
婦
人
之
笑
、
老
年
、
模
糊
、
本
色
、
日

本
的
落
語
、
日
本
雜
事
詩
、
四
鳴
蝉
、
鴉
片
事
略
、
燕
京
歳
時
記
、
禹
跡
寺
、
日
本
的
再
認
識
、
中
國
的
思
想
問
題
、

以
上
二
十
篇31
に
『
藥
堂
語
錄
』
を
加
へ
た
も
の
で
す
。

扉
の
繪
を
私
の
小
学
時
代
の
友
達
で
今
尚
郷
里
有
田
に
在
っ
て
焼
物
の
繪
を
か
い
て
ゐ
る
人
に
豆
を
描
い
て
貰
い
ま
し
た
。
若
し
題
簽

の
字
を
先
生
に
書
い
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
有
難
い
と
存
じ
ま
す
が
、
さ
う
御
願
ひ
出
来
ま
せ
う
か
。
お
忙
が
し
い
と

こ
ろ
を
又
々
甚
だ
無
躾
け
な
事
ば
か
り
申
上
げ
恐
縮
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
下
記
の
條
々
御
教
示
下
さ
い
ま
す
様
、
伏
し
て
御
願
ひ
い

た
し
ま
す
。

遙
か
に
御
健
康
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
枝
茂
夫

周
作
人
先
生

１
９
４
３
１
０
２
２
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
十
四
日
手
書
於
今
日
接
到
。
拙
文
承
費
神
一
再
譯
刊
，
且
感
且
慚
。
下
問
各
條
坿
還
，
題
字
亦
勉
強
塗
抹
，
一
併
寄
呈
乞
賜
查

收
。
年
來
寫
小
文
現
已
收
集
為
﹃
藥
堂
雜
文
﹄，
又
將
讀
書
雜
記　

如
﹃
藥
堂
語

錄
﹄
中
所
收　

百
八
十
餘
則
編
為
一
冊
，
名
﹃
書
房
一
角
﹄，
均
託
新

民
印
書
館
付
印
，
但
不
知
年
内
能
否
出
板
其
一
耳
。
匆
匆
，
即
請
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松
枝
先
生
台
鑒　

作
人
啓　

十
月
廿
二
日

＊
編
者
注
記
：
以
下
の
部
分
は
松
枝
茂
夫
の
質
問
の
手
紙
（
１
９
４
３
１
０
１
４
Ｍ
）
に
周
作
人
が
回
答
を
直
接
書
き
込
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
以
下
は
明
朝
が
松
枝
茂
夫
、
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
を
周
作
人
で
区
別
し
た
。

一
、
兒
時
的
回
憶　

﹃
苦
竹
雜
記
﹄
一
二
六
頁

　

七
行
目　

患
驚
數
晝
夜　

驚
は
驚
風
，
ヒ
キ
ツ
ケ
？

　

八
行　
　

刺
雞
冠
、
割
羊
尾
、
搓モ
ム

桑
蠶　

ト
サ
カ
ノ
血
、
羊
尾
、
死
ン
ダ
蠶　
漢
方
で
僵

蠶
と
云
ふ 

，
皆
天
然
痘
の
藥
。

　

九
行　
　

毒
食　

天
然
痘
を
出
さ
せ
る
爲
，
色
々
の
毒
食
（
ト
サ
カ
ノ
血
な
ど
）
を
喰
は
せ
る

（
欄
外
に
記
述
：
一
名
は
發
食
、
病
氣
を
誘
發
し
、
又
外
へ
引
き
出
す
効
力
あ
る
と
云
ふ
）

　
　

〃　
　

灌
漿　

ウ
ン
デ
来
た
。
漿
は
ホ
ウ
ソ
ウ
ノ
膿ウ
ミ

ノ
事　
天
然
痘
は
ウ
ン
で
く

る
と
助
か
る
サ
ウ
だ

　

十
二
行　

天
氣
翻
潮
4

4　

シ
ト
ッ
テ
来
る
（
入
梅
の
時
の
事
）

一
二
七
頁
二
行　

通
關
散　

宝
丹
の
様
な
藥
，
鼻
に
入
れ
て
嚔
を
さ
せ
る
故
，
通
關
と
云
ふ

　

五
行　

病
悔4　
（
悔
氣
、
晦
氣
は
運
が
悪
い
事
）　

運
が
悪
っ
て
病
氣
多
い

　
　

〃　

既
而
成
三
陰
瘧

4

4

4　

二
日
お
き
の
マ
ラ
リ
ヤ

　

八
行　

十
四
日
身
涼
4

4　

熱
が
さ
め
た

　
　
　
　
　
　

姓　

名　

？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耳
の
中
を
剃
る
細
い
刀
か
と
思
ふ

　

〃　
　

剃
匠
百
有
用
攪
刀
割
通
而
梳
之　

床
屋
の
百
有
が
攪
刀
を
も
っ
て
剃
っ
て
通
し
て
梳
を
か
け
た
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九
行　

蛻
髮
，
其
辮
如
鑽　

髪
の
毛
が
ぬ
け
て
辮
髪
は
鑽キ
リ

の
如
く
〔
細
い
〕

關
於
朱
舜
水　
『
藥
味
集
』

　

七
頁　

祗
好
州
蘇
作
判
通

4

4

4

4

4

一
詩　
態
々
名
詞
を
逆
に
し
て
、
間
違
っ
て
翁
仲
を

仲
翁
と
云
っ
た
人
を
嘲
け
る
狂
詩
、
見
原
文

（
欄
外
に
記
述
：
言
葉
の
洒
落
）

　

八
頁　

若
不
知
書
生
未
出
頭
地
耳　

生4

字
，
頭
が
出
な
い
，
即
チ
「

」，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
出
頭
，
出
世
し
な
い
に
か
け
る

四
鳴
蟬

　

七
八
頁　
『
吟
邊
燕
語
』　

林
琴
南
譯
書
，
原
書
即Tales from

 S
hakespeare

撒
豆　

一
三
二
頁　
秋
に
タ
イ
フ
ン
が
多
く
，
何
何
暴
と
云
っ
て
，
二
百
十
日
の
樣

に
一
定
の
日
に
き
め
る
の
は
昔
か
ら
あ
っ
た
海
邊
の
傳
承
で
あ
る
32

　

秋
風
漸
涼
，
王
母
暴
已
過
。
王
母
は
西
王
母
，
暴
は
あ
ら
し
，
陰
曆
七
月
十
八
日
に
あ
た
る

婦
人
之
笑　

﹃
秉
燭
談
﹄
二
二
四
頁
末
行　

俞
君
頗
好
爲
婦
人
出
脫　

辯
護
，
辯
解

雅
片
事
略　

﹃
風
雨
談
﹄
一
七
九
頁
八
行　

塢
里
治W

oolw
ich

。　

咎
か
ら
脫
出
さ
せ
る
と
云
ふ
意
味

朱
文
恭
公
遺
事
一
則

蘇
州
一
知
縣
見
翁
仲
，
問
通（
官
名
）判
爲
何
物
，
通
判
誤
對
曰
仲
翁
，
知
縣
作
詩
嘲
之
曰
，「
翁
仲
緣
何
叫
仲
翁
4

4

，
只
因
書
讀
欠
夫
工

4

4

4

4

4

，
自
然

難
入
林
翰
4

4

院
，
祗
好
州
蘇
4

4

作
判
通
4

4

」

（
朱
君
が
門
人
達
に
話
し
た
笑
話
の
一
ツ
だ
と
思
ふ
）
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１
９
４
３
１
２
０
７
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓

先
日
は
早
速
乍
ら
わ
ざ
わ
ざ
速
達
便
を
以
て
御
返
事
の
御
手
紙
を
い
た
ゞ
き
、
又
題
簽
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

『
結
縁
豆
』
は
や
う
や
く
半
分
だ
け
再
校
を
終
へ
た
と
こ
ろ
で
御
座
い
ま
す
。
三
八
〇
頁
程
の
本
と
な
る
模
様
で
す
。
自
ら
よ
み
返
し

な
が
ら
、
又
々
文
字
通
り
の
「
拙
譯
」
出
現
に
顔
の
ほ
て
る
思
ひ
を
致
し
て
居
り
ま
す
。
今
年
内
の
出
版
は
困
難
か
と
存
じ
ま
す
。

尚
こ
れ
は
先
に
一
度
申
上
げ
た
か
ど
う
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
先
生
の
随
筆
「
模
糊
」
を
よ
ん
で
郝
懿
行
を
小
生
も
二
三
蒐
集
し
、
主
と

し
て
『
筆
録
』
か
ら
短
章
百
篇
を
選
譯
し
て
、
名
も
『
模
糊
集
』
と
題
し
て
生
活
社
か
ら
出
版
す
る
事
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
夏
脱

稿
し
た
も
の
で
御
座
い
ま
す
。「
中
國
文
学
叢
書
」
の
一
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
い
つ
本
に
な
る
か
は
未
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

別
便
、
戸
川
秋
骨
の
本
二
冊
、
謹
ん
で
御
送
り
い
た
し
ま
す
。「
二
萬
六
千
哩
」
と
「
西
詞
餘
情33
」、
こ
の
間
古
本
屋
で
發
見
い
た
し
、

先
生
す
で
に
御
所
蔵
有
之
か
と
も
存
じ
ま
し
た
が
、
兎
も
角
、
献
上
い
た
す
つ
も
り
で
、
求
め
て
お
き
た
る
も
の
で
御
座
い
ま
す
。
御

哂
納
下
さ
れ
ば
有
難
い
と
存
じ
ま
す
。
漸
く
寒
冷
、
御
身
御
大
切
に
祈
上
げ
ま
す
。　

匆
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
七
日　
　

１
９
４
３
１
２
１
８
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
手
書
誦
悉
，
又
惠
贈
書
籍
二
冊
亦
已
收
到
，
雅
意
甚
感
。
秋
骨
先
生
著
作
寒
齋
所
看
者
大
都
是
隨
筆
論
文
之
類
，
此
二
冊
適
無

有
，
今
承
惠
與
，
可
補
此
缺
。
計
出
版
時
鄙
人
正
在
東
京
住
湯
島
一
帶
下
宿
中
，
每
晚
徬
徨
於
神
田
本
鄉
書
店
間
，
今
日
繙
此
，
感
懷

舊
游
，
恍
如
目
前
，
尤
深
今
昔
之
感
。
看
後
面
書
目
亦
有
多
面
善
，
如
佐
藤
氏
之
小
説
集
﹃
榾34
﹄，
昔
年
亦
曾
有
之
，
今
則
不
知
去
向
矣
。
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知
選
譯
郝
君
隨
筆
甚
善
。
此
君
性
情
見
識
均
好
，
而
文
字
亦
樸
實
有
味
，
尊
譯
已
成
，
甚
希
望
能
早
日
出
版
。
拙
文
亦
編
成
二
冊35
，
書

店
本
云
元
旦
可
出
，
看
現
在
情
形
似
不
能
如
約
，
或
須
延
期
矣
。
草
草
不
盡
，
即
請

松
枝
先
生
惠
鑒

　
　

十
二
月
十
八
日  

作
人
啓

１
９
４
４
０
３
０
６
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
。
昨
日
由
生
活
社
寄
來
尊
譯
﹃
模
糊
集
﹄
一
冊
，
至
爲
感
謝
。
拙
集
雜
文
已
出36
，
寄
呈
一
冊
，
自
愧
所
寫
文
章
頗
缺
靜
定
，
蓋
傾

於
功
利
，
不
能
安
於
閑
適
，
念
之
悵
悵
。﹃
書
房
一
角
﹄
一
卷
皆
是
小
文
或
較
可
觀
，
不
久
出
板
，
當
再
寄
奉
。
此
請

松
枝
先
生
台
鑒　
　

周
作
人
啓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
六
日

１
９
４
４
０
３
２
４
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

拝
啓　

又
々
久
し
く
御
無
音
に
打
過
ぎ
ま
し
て
、
誠
に
申
譯
も
御
座
い
ま
せ
ん
。
先
に
雑
誌
『
日
本
研
究
』
を
い
た
ゞ
き
、
今
度
は
又

『
薬
堂
雑
文
』
を
頂
戴
に
及
び
、
有
難
く
有
難
く
早
速
拝
讀
さ
せ
て
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
ど
れ
も
面
白
く
て
堪
り
ま
せ
ん
。
第

一
九
四
四
年
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一
分
は
も
と
よ
り
さ
う
で
す
が
、
第
二
分
の
各
章
い
づ
れ
も
重
要
な
文
字
と
存
じ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
又
讀
み
直
し
て
小
生
に
解
し

得
ら
れ
ぬ
處
を
御
教
示
に
與
り
た
う
御
座
い
ま
す
。

小
生
は
先
月
下
旬
以
来
、
弟
の
結
婚
に
引
続
き
、
家
母
六
十
六
才
の
死
に
遭
ひ
、
福
岡
と
有
田
と
の
間
を
幾
往
復
し
、
全
く
寧
日
も
御

座
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
休
暇
中
は
ず
っ
と
有
田
に
逗
留
し
て
居
り
ま
し
た
。
御
禮
状
差
上
げ
る
の
が
大
変
遅
れ
ま
し
て
恐
縮
で
御
座
い

ま
す
。
何
卒
御
海
恕
願
ひ
た
う
存
じ
ま
す
。『
模
糊
集
』
と
は
甚
だ
杜
撰
な
も
の
を
拵
へ
ま
し
て
、
恥
か
し
く
存
じ
ま
す
。
蕉
葉
白
と

い
ふ
事
も
知
ら
ず
、「
炒
麺
」
を
「
や
き
そ
ば
」
と
訓
し
た
り
、
そ
の
他
い
ろ
〳
〵
の
誤
譯
を
好
意
を
持
っ
て
く
れ
る
人
か
ら
教
へ
ら

れ
て
且
つ
羞
ぢ
且
つ
喜
ん
で
居
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
ほ
方
々
譯
者
自
身
に
も
わ
か
り
兼
ね
る
個
所
が
あ
る
と
は
洵
に
罪
の
深
い
こ
と

で
御
座
い
ま
す
。

『
結
縁
豆
』
の
方
は
三
月
下
旬
に
上
梓
の
由
、
本
屋
か
ら
申
し
て
参
り
て
居
り
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
そ
れ
も
む
づ
か
し
く
四
月
以
降

に
な
る
事
と
存
じ
ま
す
。

今
日
か
ら
所
用
で
京
都
ま
で
参
り
ま
す
。
こ
の
ご
ろ
の
旅
行
は
米
持
参
弁
当
持
参
で
、
た
ゞ
苦
痛
の
み
楽
み
少
い
も
の
、
や
む
を
得
ま

せ
ん
。

ま
づ
は
簡
単
な
が
ら
御
礼
ま
で
。
も
う
間
も
な
く
御
地
は
柳
絮
飛
ぶ
時
節
が
ま
ゐ
る
事
で
せ
う
、
御
健
康
を
祈
り
上
げ
ま
す
。
不
一

　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
廿
四
日　
　

松
枝
茂
夫

周
作
人
先
生

１
９
４
４
０
５
２
８
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫37
】

拜
啓
。
昨
天
收
到
書
店
寄
來
﹃
結
緣
豆
﹄，
共
有
五
冊
領
收
，
多
謝
。
拙
文
無
多
大
意
義
，
語
錄
短
札
，
恐
在
外
國
讀
者
更
不
免
感
到
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枯
燥
，
幸
得
好
譯
，
受
益
深
矣
。
跋
中
承
賜
獎
，
殊
不
克
當
，
但
甚
感
盛
意
，
亦
以
爲
榮
幸
。
關
於
﹁
思
想
問
題
﹂，
鄙
意
頗
爲
真
摯
，

雖
明
知
無
用
，
覺
得
不
能
不
一
說
，
而
讀
者
乃
亦
有
以
爲
偶
者
。
如
前
年
文
學
報
國
會
中
發
表
掃
蕩
反
動
作
家
之
演
説38
，
近
經
本
人
説

明
，
所
云
反
動
根
據
即
是
﹁
思
想
問
題
﹂
一
文
，
此
在
轉
向
文
人
或
自
可
有
此
種
看
法
，
但
亦
頗
出
意
外
，
可
發
一
笑
也
。﹃
書
房
一
角
﹄

因
印
刷
遲
誤
，
須
六
月
初
纔
能
出
板
，
當
再
呈
教
。
匆
匆
不
盡
，
即
請

松
枝
先
生
台
鑒

五
月
廿
八
日　

作
人
啓

１
９
４
４
０
６
２
７
Ｍ
【
松
枝
茂
夫
↓
周
作
人
】

又
々
長
い
間
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
御
変
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
小
生
も
お
蔭
様
に
て
、
相
変
ら
ず
暢
氣
な
独
り
ぐ
ら
し
を
人

か
ら
羨
ま
し
が
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
過
日
ハ
『
児
女
英
雄
傳
』
に
つ
い
て
の
漫
談
（
例
に
よ
っ
て
の
ん
べ
ん
だ
ら
り
の
）
を
『
文
學
研

究39
』
に
載
せ
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
郵
送
が
き
か
な
い
の
を
残
念
に
存
じ
ま
す
。　
　
　

六
月
廿
六
日

遙
か
に
御
健
康
を
祈
り
ま
す
。

１
９
４
４
１
１
１
１
Ｚ
【
周
作
人
↓
松
枝
茂
夫
】

拜
啓
，
九
月
末
得
手
書
，
因
俗
務
繁
多
，
久
未
奉
復
為
歉
。
承
示
春
波
橋
事
，
甚
感
佩
。
唐
時
之
橋
，
因
賀
知
章
詩
而
得
名
者
，
當
在

城
外
，
因
﹃
志40
﹄
明
言
﹁
東
南
五
里
﹂。
且
詩
所
云
又
是
﹁
鑑
湖
之
波
﹂
也
。
至
於
禹
迹
寺
之
橋
，
本
不
知
何
名
，
後
人
因
放
翁
詩
句
，

乃
亦
以
﹁
春
波
﹂
名
之
。
而
放
翁
所
云
﹁
春
波
﹂
只
是
泛
指
，
亦
與
賀
詩
無
關
也
。
近
日
在
南
京
開
文
學
者
大
會
，
鄙
人
疲
於
行
旅
，

乃
謝
绝
不
去
，
甚
為
厚
幸
。
目
下
華
北所

謂文
壇
之
空
氣
甚
惡
。
鄙
︵
結
黨
營
私
甚
於
官
吏
可
發
一
笑
︶

人
本
非
文
人
極
想
脱
退
。
以
此
近
半
年
來
不
再
發
表
文
章
。
偶
寫
隨
筆
，
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只
送
與
南
方
朋
友
揭
載
雜
誌
中
耳
。
北
京
大
學
亦
已
得
脱
身
，
現
在
唯
任
綜
合
調
查
研
究
所
副
理
事
長
。
在
一
週
中
去
二
天
，
但
如
木

炭
車
不
來
相
接
，
則
亦
可
以
不
去
。
殊
為
閑
散
。
頗
思
讀
書
，
而
新
書
難
得
，
舊
書
又
總
是
這
一
套
，
漸
覺
得
氣
悶
。
自
恨
不
曾
學
會

吸
紙
煙
，
無
消
遣
妙
法
也
。
匆
匆
即
請

松
枝
先
生
台
鑒　
　

作
人
啓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
、
十
一
、

戦
前
篇　

以
上

注
⑴　

前
号
ま
で
掲
載
し
た
書
信
の
数
の
一
覧
に
は
誤
り
が
あ
り
、
本
号
で
全
て
訂
正
し
た
。
以
下
に
訂
正
表
を
掲
げ
る
。

（
誤
）
一
九
四
〇
年　
　

周
十
二
通
、
松
枝
七
通　
　

（
正
）
一
九
四
〇
年　
　

周
十
三
通
、
松
枝
七
通

　
　
　

一
九
四
二
年　
　

周
三
通
、
松
枝
三
通　
　
　
　
　
　

一
九
四
二
年　
　

周
三
通
、
松
枝
二
通

　
　
　

一
九
四
三
年　
　

周
八
通
、
松
枝
三
通　
　
　
　
　
　

一
九
四
三
年　
　

周
八
通
、
松
枝
四
通

　
　
　

一
九
四
四
年　
　

周
二
通
、
松
枝
三
通　
　
　
　
　
　

一
九
四
四
年　
　

周
三
通
、
松
枝
二
通

　

以
上
、
お
詫
び
し
て
訂
正
す
る
。
従
っ
て
、
合
計
の
書
信
の
数
も
周
作
人
四
十
四
通
、
松
枝
二
十
一
通
、
合
計
六
十
五
通
と
な
っ
た
。

⑵　
『
薬
堂
語
錄
』
は
一
九
四
一
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
当
該
時
期
の
書
信
は
な
く
、
散
逸
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑶　

周
作
人
が
一
九
三
四
年
夏
に
日
本
を
訪
問
し
た
際
、
竹
内
好
、
武
田
泰
淳
、
岡
崎
俊
夫
ら
中
国
文
学
研
究
会
の
肝
い
り
で
、
八
月
四
日
に
日
比
谷
の
中
華
料
理
店
山

水
楼
に
て
周
作
人
訪
日
の
歓
迎
の
宴
が
開
か
れ
た
。
松
枝
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
を
指
す
。

⑷　

一
九
四
一
年
四
月
六
日
よ
り
十
九
日
ま
で
、
東
亜
文
化
協
議
会
の
代
表
団
団
長
と
し
て
、
京
都
、
東
京
を
訪
問
し
た
事
を
指
す
。
当
時
、
周
作
人
は
す
で
に
湯
爾
和

の
後
を
襲
っ
て
教
育
督
弁
に
就
任
し
て
お
り
、
そ
の
職
務
に
連
な
る
ポ
ス
ト
と
し
て
協
議
会
の
会
長
も
務
め
て
い
た
。

⑸　

復
刻
版
『
中
国
文
学
』（
別
巻
）
所
収
「
年
譜
」（
立
間
祥
介
編
）
に
よ
る
と
、
一
九
四
二
年
四
月
、
松
枝
は
「
上
海
で
小
野
と
会
い
、
北
京
で
竹
内
・
飯
塚
ら
と
会
っ

て
周
作
人
を
訪
問
。
竹
内
と
と
も
に
兪
平
伯
を
訪
問
の
の
ち
、
華
中
旅
行
。」
と
あ
る
。『
竹
内
好
全
集
』（
第
十
七
巻
、
筑
摩
書
房
一
九
八
二
年
刊
）
所
収
「
年
譜
」（
久

米
旺
生
編
）
に
よ
れ
ば
、
竹
内
好
は
回
教
圏
研
究
所
か
ら
派
遣
さ
れ
て
、
二
月
十
七
日
か
ら
四
月
末
ま
で
中
国
へ
出
張
中
だ
っ
た
。
張
家
口
、
包
頭
、
大
同
等
を
調
査

旅
行
す
る
前
後
に
北
京
に
滞
在
し
、
三
月
後
半
は
北
京
で
松
枝
茂
夫
と
も
会
い
、
月
末
に
北
京
を
共
に
発
ち
、
徐
州
ま
で
一
緒
に
旅
行
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
様
子
は

「
旅
日
記
抄
一
、
二
、
三
、
四
」（『
中
国
文
学
』
八
十
五
号
〜
八
十
七
号
お
よ
び
八
十
九
号
、
一
九
四
二
年
七
月
〜
九
月
、
十
一
月
）
に
詳
し
い
。
当
時
、
岡
崎
俊
夫

は
新
聞
社
勤
務
で
、
飯
塚
朗
は
留
学
で
北
京
に
滞
在
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
竹
内
の
訪
中
も
周
作
人
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
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⑹　
『
藥
味
集
』
は
同
年
三
月
三
十
日
刊
行
で
、
次
の
書
信
が
述
べ
る
と
お
り
、
手
渡
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

⑺　

こ
の
「
御
土
産
」
と
は
李
小
池
『
思
痛
記
』
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
（「
思
痛
記
・
解
説
」『
中
国
文
学
』
八
十
七
号
）。

⑻　

こ
の
企
画
は
最
終
的
に
は
『
藥
堂
語
錄
』
の
ほ
か
に
二
十
篇
を
追
加
す
る
形
で
実
現
し
、『
結
縁
豆
』
と
題
し
て
、
一
九
四
四
年
四
月
に
實
業
之
日
本
社
よ
り
刊
行

さ
れ
た
。

⑼　
「
思
痛
記
」
は
『
中
国
文
学
』（
八
十
七
号
〜
八
十
九
号
及
び
九
十
一
号
、
一
九
四
二
年
九
月
〜
十
一
月
、
一
九
四
三
年
一
月
）
に
四
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。

太
平
天
国
の
乱
で
九
死
に
一
生
を
得
た
体
験
記
の
翻
訳
で
、
文
中
に
虐
殺
の
描
写
が
多
く
、
残
酷
す
ぎ
る
と
「
當
局
か
ら
の
注
意
」
を
受
け
、「
不
穏
当
な
箇
所
は
自

發
的
に
削
っ
た
」（『
中
国
文
学
』
八
九
号
「
後
記
」）
と
い
う
。
こ
の
後
、
同
じ
李
小
池
に
よ
る
「
雅
片
事
略
」
の
訳
載
も
計
画
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、『
中
国
文
学
』

が
九
二
号
で
廃
刊
と
な
っ
て
実
現
し
な
か
っ
た
。
当
初
は
竹
内
好
の
強
い
勧
め
も
あ
っ
て
同
じ
く
李
小
池
の
著
に
な
る
「
鴉
片
事
略
」
と
併
せ
て
一
冊
と
し
て
刊
行
す

る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（『
中
国
文
学
』
八
五
号
巻
末
広
告
）。
だ
が
、
結
局
は
『
思
痛
記
』（
寳
雲
社
一
九
四
七
年
十
月
刊
）
と
し
て
単
独
で
刊
行
さ
れ
た
。

⑽　

当
時
、
目
加
田
誠
は
九
州
帝
国
大
学
教
授
。
同
じ
く
九
州
帝
国
大
学
の
助
教
授
で
あ
っ
た
松
枝
茂
夫
に
と
っ
て
は
直
属
の
上
司
と
い
う
べ
き
関
係
に
あ
る
。
こ
の
年
、

昭
和
十
七
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
目
加
田
は
中
国
に
研
究
出
張
中
だ
っ
た
。（『
目
加
田
誠
博
士
古
稀
記
念
・
中
国
文
学
論
集
』
龍
渓
書
舎
一
九
七
四
年
刊
）

⑾　
「
ソ
モ
ッ
テ
」
は
「
ソ
ロ
ッ
テ
」
の
筆
誤
で
あ
ろ
う
。

⑿　

原
文
に
は
な
い
が
、『
薬
堂
語
錄
』（
庸
報
社
、
一
九
四
一
年
五
月
刊
）
に
基
づ
い
て
、
題
名
を
補
っ
た
。

⒀　
『
詞
源
』
か
ら
の
引
用
に
は
一
部
省
略
が
あ
る
。

⒁　

書
簡
は
「
周
義
」
と
読
め
る
が
、
正
し
く
は
後
述
の
通
り
「
周
贄
」
と
な
る
た
め
改
め
た
。

⒂　

孔
另
境
の
著
書
と
は
『
中
国
小
説
史
料
』（
中
華
書
局
一
九
三
六
年
刊
）
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
な
か
で
「
金
瓶
梅
」
関
連
史
料
と
し
て
『
寒
花
盦
随
筆
』

（『
藥
堂
語
錄
』
は
『
寒
花
齋
随
筆
』
と
誤
記
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

⒃　

書
信
で
は
「
曾
衍
東
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
藥
堂
語
錄
』
に
基
づ
い
て
訂
正
し
た
。

⒄　
「
思
痛
記
（
四
）」（『
中
国
文
学
』
九
一
号
）
の
文
中
で
松
枝
は
「『
痧
』
と
い
ふ
の
を
、
以
下
す
べ
て
霍
亂
と
譯
し
て
し
ま
っ
た
が
、
正
し
く
は
ど
う
譯
す
べ
き
で

あ
ら
う
か
。（
譯
者
）」
と
い
う
注
記
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
疑
問
に
答
え
る
も
の
。

⒅　

前
項
と
同
様
、
訳
文
中
で
「
以
下
三
行
の
譯
文
に
は
自
信
が
な
い
。
恐
ら
く
は
誤
譯
で
あ
ら
う
か
。
原
文
は
『
雖
事4

僅
數
日
，
使
梁
非4

偽
顯
官
，
又
為
歸
逆
親4

，
信

必
不
能
也
』
で
あ
る
。
私
に
は
「
事
」「
非
」「
親
」
の
三
字
の
意
味
を
ど
う
取
る
の
が
正
し
い
か
は
っ
き
り
せ
ぬ
。
そ
れ
と
も
句
讀
が
違
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

（
譯
者
）」
と
注
記
に
書
き
残
し
て
い
る
の
に
答
え
る
も
の
。

⒆　

文
中
で
「
廣
文
」
を
名
前
と
し
て
訳
し
て
い
た
の
を
訂
正
し
た
。

⒇　

以
下
、「
賣
糖
」「
撒
豆
」「
緣
日
」「
禹
跡
寺
」
は
『
藥
味
集
』（
一
九
四
二
年
三
月
刊
）
所
収
、「
模
糊
」
は
『
苦
竹
雜
記
』（
一
九
三
六
年
二
月
刊
）
所
収
、「
結
緣

豆
」
は
『
瓜
豆
集
』（
一
九
三
七
年
三
月
刊
）
所
収
の
作
品
。

21　

ゲ
ラ
ニ
ウ
ム
と
は
今
日
の
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
を
指
す
。

22　
「
ド
ウ
チ
」
と
は
「
ド
ッ
チ
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

23　
「
中
国
的
思
想
問
題
」
は
『
中
和
月
刊
』
第
四
巻
第
一
期
（
一
九
四
三
年
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
に
『
藥
堂
雜
文
』（
新
民
印
書
館
一
九
四
四
年
一
月
刊
）
に
収
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録
さ
れ
た
。
松
枝
の
手
に
な
る
訳
文
は
文
中
で
述
べ
る
と
お
り
、『
改
造
』（
一
九
四
三
年
四
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
書
信
原
文
で
は
『
中
國
の
思
想
問
題
』

『
思
痛
記
』
と
二
重
カ
ギ
括
弧
で
記
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
単
行
本
で
は
な
い
の
で
、
通
常
の
カ
ギ
括
弧
に
改
め
た
。

24　

章
炳
麟
の
著
作
を
集
め
た
も
の
。
周
作
人
は
「
中
国
的
思
想
問
題
」
で
章
炳
麟
「
菿
漢
微
言
」
を
引
用
し
て
い
る
。

25　

次
の
書
信
で
述
べ
る
よ
う
に
、
訂
正
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
出
し
た
電
報
。
発
信
日
付
が
定
か
で
な
い
が
、
昨
日
と
次
の
手
紙
で
も
述
べ
る
の
で
、

二
五
日
と
判
断
し
た
。
電
文
は
「
魯
国
が
爰
居
と
い
ふ
鳥
を
飼
う
に
は
と
読
む　

周
」
と
読
み
取
れ
る
。
松
枝
の
元
に
届
い
た
消
印
は
「
福
岡
、（
昭
和
）
１
８
．
３
．

２
７
」
と
読
み
取
れ
る
。

26　
「
爰
居
」
と
は
『
国
語
』「
魯
語
」
に
見
え
る
巨
大
な
海
鳥
の
名
前
。
周
作
人
が
書
信
で
引
く
の
は
『
爾
雅
』「
卷
十
釋
鳥
第
十
七
」
の
項
か
ら
の
抜
粋
。
原
典
で
は

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
爰
居
雜
縣
：
釋
曰
爰
居
海
鳥
也
。
大
如
馬
駒
，
一
名
雜
縣
，
漢
元
帝
時
，
琅
邪
有
之
。
注
『
國
語
』
至
爰
居
：
釋
曰
云
，『
國
語
』

曰
海
鳥
爰
居
者
，
案
『
魯
語
』
云
，
海
鳥
曰
爰
居
，
止
於
魯
東
門
之
外
三
日
，
臧
文
仲
命
國
人
祭
之
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
荘
子
』
で
は
「
昔
者
海
鳥
止
於
魯
郊
，
魯

侯
御
而
觴
之
于
廟
，
奏
九
韶
以
為
樂
，
具
太
牢
以
為
膳
。
鳥
乃
眩
視
憂
悲
，
不
敢
食
一
臠
，
不
敢
飲
一
杯
，
三
日
而
死
。
此
以
己
養
養
鳥
也
，
非
以
鳥
養
養
鳥
也
。
唐

成
玄
英
疏
：
昔
有
海
鳥
，
名
曰
爰
居
，
形
容
極
大
，
頭
高
八
尺
，
避
風
而
至
，
止
魯
東
郊
。」（『
荘
子
』
外
篇
至
楽
）
と
あ
る
。
従
っ
て
「
魯
養
爰
居
」
と
は
大
き
な

海
鳥
た
る
「
爰
居
」
の
性
向
を
無
視
し
て
死
な
せ
た
愚
行
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

27　

現
存
す
る
電
報
は
一
通
の
み
。

28　

松
枝
茂
夫
が
目
睹
し
た
の
は
『
論
画
四
種
』（
坂
崎
坦
編
、
岩
波
文
庫
一
九
三
二
年
六
月
刊
）
所
収
の
安
西
雲
煙
「
鑒
禅
画
適
」
と
思
わ
れ
る
。「
商
呂
ノ
爰
居
ヲ
饗

ス
ル
」
は
同
書
の
一
節
「
古
今
優
劣
」
に
見
え
る
言
葉
。

29　

周
作
人
の
母
、
魯
氏
の
訃
音
（
印
刷
物
）。
書
信
と
は
性
格
が
異
な
る
の
で
〔
附
録
〕
に
掲
げ
る
。
孫
玉
蓉
「《
同
声
月
刊
》
中
的
知
堂
作
品
」（『
魯
迅
研
究
月
刊
』

二
〇
〇
一
年
十
一
期
）
に
よ
る
と
、
こ
の
文
章
は
『
同
声
月
刊
』（
第
三
巻
三
号
、
一
九
四
三
年
五
月
）
に
『
先
母
行
述
』
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
（
未
見
）。
現
在
、

『
周
作
人
集
外
集
』（
海
南
国
際
新
聞
出
版
中
心
、
一
九
九
五
年
九
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
植
ら
し
き
文
字
の
脱
落
が
多
数
あ
る
。

30　

こ
の
手
紙
に
は
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
封
筒
の
投
函
日
の
消
印
に
基
づ
い
て
い
る
。

31　

こ
の
二
十
篇
は
漏
れ
な
く
単
行
本
に
収
め
ら
れ
た
。
も
と
の
十
三
篇
が
ど
れ
だ
っ
た
か
は
、
該
当
の
書
信
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
不
明
。

32　

タ
イ
フ
ン
と
は
台
風
の
こ
と
か
。

33　
『
欧
米
紀
遊
二
万
三
千
哩
』（
服
部
書
店
明
治
四
一
年
刊
）、『
西
詞
余
情
』（
佐
久
良
書
房
明
治
四
〇
年
刊
）

34　
『
榾ほ
だ

』（
佐
藤
紅
緑
著
、
服
部
書
店
明
治
四
十
一
年
刊
）
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
巻
末
広
告
そ
の
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

35　
『
藥
堂
雜
文
』（
北
京
新
民
印
書
館
一
九
四
四
年
一
月
刊
）
お
よ
び
『
書
房
一
角
』（
北
京
新
民
印
書
館
一
九
四
四
年
五
月
刊
）
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

36　
『
藥
堂
雜
文
』
を
指
す
。

37　

松
枝
茂
夫
自
身
の
整
理
に
よ
る
と
、
前
半
部
分
（「
〜
覺
得
不
能
不
一
說
，
而
讀
者
乃
亦
有
以
爲
」
ま
で
）
を
一
九
四
〇
年
六
月
三
〇
日
の
書
信
と
し
、
後
半
部
分

を
一
九
四
四
年
五
月
分
と
し
て
い
た
が
、
明
ら
か
に
一
貫
す
る
内
容
な
の
で
、
併
せ
て
一
通
と
し
た
。
一
枚
目
と
二
枚
目
と
の
文
の
つ
な
が
り
も
問
題
な
い
と
考
え
る

が
、
書
信
に
は
通
し
番
号
が
な
い
た
め
、
途
中
散
逸
し
た
書
信
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
書
簡
の
執
筆
時
期
は
、『
結
縁
豆
』
の
刊
行
時
期(

生

活
社
一
九
四
四
年
四
月
十
五
日
刊
行)

と
『
書
房
一
角
』
の
刊
行
時
期
（
新
民
印
書
館
一
九
四
四
年
五
月
二
五
日
印
刷
、
三
〇
日
発
行
）
の
間
で
あ
る
。
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38　

こ
こ
で
の
「
文
學
報
國
會
」
と
は
明
ら
か
に
一
九
四
三
年
八
月
に
片
岡
鉄
兵
が
「
第
二
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
」
で
行
っ
た
周
作
人
批
判
の
こ
と
を
指
す
。
従
っ
て

「
前
年
」
を
字
義
通
り
に
解
釈
す
る
と
、
こ
の
手
紙
は
一
九
四
五
年
五
月
に
書
か
れ
た
も
の
と
判
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
先
の
注
記
で
記
し
た
通
り
、
一
九
四
四
年

に
執
筆
さ
れ
た
事
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
こ
こ
で
の
「
前
年
」
と
は
、
恐
ら
く
日
本
人
の
松
枝
向
け
に
「
前
の
年
」
の
意
味
で
書
い
た
表
現
だ
ろ
う
。

39　
「
児
女
英
雄
伝
の
面
白
さ
」（『
文
学
研
究
』
三
四
輯
、
九
州
大
学
法
文
学
部
一
九
四
四
年
）
を
指
す
。『
中
国
文
学
の
楽
し
み
』（
岩
波
書
店
一
九
九
八
年
刊
）
に
収

め
る
。

40　

周
作
人
「
禹
跡
寺
」
文
中
で
引
用
す
る
『
寶
慶
會
稽
續
志
』
巻
四
「
橋
梁
門
下
」
の
こ
と
を
略
し
て
述
べ
る
も
の
。 

〔
附
録
〕

　
　
　
　

先
母
事
略

先
母
魯
氏
，
諱
瑞
，
為
外
祖
父
咸
豐
辛
亥
科
舉
人
戶
部
主
事
魯
晴
軒
公
希
曾
之
三
女
，
生
於
咸
豐
七
年
丁
巳
十
一
月
十
九
日
。
光
緒

六
年
歸
於
我　

先
君
伯
宜
公
，
生
子
四
，
樟
壽
櫆
壽
松
壽
椿
壽
，
女
一
，
端
姑
，
幼
殤
。　

先
君
為
會
稽
縣
學
生
員
，
屢
應
鄉
試
不

中
式
，
以
酒
自
遣
，
久
之
遂
病
喀
血
，
繼
患
水
腫
，
臥
病
三
年
，　

先
母
竭
力
調
護
，
形
神
為
之
銷
損
，
終
不
起
，
於
光
緒
丙
申
九

月
去
世
。　

先
君
讀
儒
書
，
而
感
念
時
艱
，
思
欲
有
所
作
為
，
乃
卒
不
得
志
，
日
者
嘗
評
之
曰
，
性
高
於
天
，
命
薄
如
紙
。
居
間
嘗

言
，
吾
有
子
四
人
，
當
遣
其
出
海
外
求
學
，
一
往
西
洋
，
一
往
東
洋
耳
。　

先
母
聞
而
識
之
。
及　

先
君
歿
，
家
計
益
窘
，　

先
母

乃
遣
樟
壽
往
南
京
，
易
名
樹
人
，
考
入
江
南
陸
師
學
堂
附
設
鑛
路
學
堂
，
時
人
尚
迷
戀
科
舉
，
多
以
改
途
為
非
，
相
率
阻
止
，　

先

母
弗
聽
焉
。
戊
戍
冬
四
弟
椿
壽
以
急
性
肺
炎
卒
，
年
六
歲
，　

先
母
痛
之
甚
，
令
畫
師
追
寫
其
像
，
懸
之
室
中
，
今
存
作
人
處
。
庚

子
變
後
一
年
辛
丑
，
令
櫆
壽
往
考
江
南
水
師
學
堂
，
易
名
作
人
，
入
管
輪
班
，
丙
午
奉
派
往
日
本
留
學
，
時
樹
人
亦
已
先
在
，
至
庚

戍
辛
亥
始
相
繼
歸
國
。
蓋
自
丁
酉
至
辛
亥
十
餘
年
中
，
樹
人
作
人
均
游
學
在
外
，
在
南
京
時
尚
得
乘
年
假
時
一
歸
省
，
及
往
東
京
則

六
年
內
未
曾
一
歸
，　

先
母
唯
與
松
壽
卽
建
人
居
守
老
屋
。
民
國
建
立
，
樹
人
供
職
南
京
教
育
部
，
旋
移
往
北
京
，
六
年
作
人
被
聘

為
北
京
大
學
教
授
，
八
年
冬　

先
母
遂
率
家
人
北
遷
，
定
居
北
京
，
以
至
於
今
。　

先
母
性
弘
毅
有
定
識
，
待
人
寬
厚
，
見
有
急
難

241



周作人・松枝茂夫往来書簡　戦前篇（3）

67

恒
不
惜
自
損
以
濟
人
，
以
是
為
戚

所
稱
。
平
時
唯
以
讀
書
自
遣
，
古
今
說
部
無
所
不
讀
，
又
喜
閱
報
章
，
定
大
小
新
聞
數
種
讀
之
，

見
所
記
多
單
調
虛
假
，
輒
致
憤
慨
，
關
心
時
世
安
危
，
時
與
兒
輩
談
論
，
深
以
不
能
再
見
太
平
為
恨
。
近
年
目
力
稍
減
，
不
便
讀
報

紙
細
字
，
始
輟
讀
，
改
而
編
織
，
嘗
臥
疾
而
兩
手
編
物
如
故
，
勸
止
之
，
則
曰
，
我
以
此
消
遣
，
不
為
疲
也
。　

先
母
氣
體
素
強
，

未
嘗
患
重
病
，
今
年
二
月
因
肺
炎
轉
而
為
心
臟
衰
弱
，
勢
甚
危
殆
，
以
笹
間
醫
師
之
力
，
始
轉
危
為
安
。
作
人
蒙　

國
民
政
府
選
任

為
委
員
，
當
赴
首
都
謁　

主
席
，
見　

先
母
飲
食
如
常
，
乃
禀
命
出
發
，
及
半
月
後
自
南
京
返
，
則
肺
炎
復
發
，
據
醫
師
言
病
本
不

劇
，
而
年
老
氣
虛
，
慮
不
能
勝
。　

先
母
見
作
人
歸
，
卽
曰
，
這
回
與
汝
永
別
了
，
複
述
兩
次
，
作
人
深
訝
其
語
之
不
祥
，
而
不
圖

其
竟
實
現
於
五
日
之
內
也
。
時
為
四
月
十
八
日
，
至
二
十
二
日
酉
時
乃
遂
長
逝
，
享
壽
八
十
七
歲
。
臨
終
之
日
神
志
清
明
，
不
訴
苦

痛
，
不
見
穢
惡
，
漸
以
入
滅
，
如
就
安
眠
，
世
所
謂
得
大
往
生
者
非
耶
。
作
人
不
能
為
文
，
猝
遭
大
故
，
心
緒
紛
亂
，
但
就
記
憶
所

及
，
略
記
數
行
，
凡
為
人
子
者
皆
欲
不
死
其
親
，
作
人
之
力
何
能
及
此
，
但
得
當
世
仁
人
，
讀
其
文
而
哀
其
心
，
則
作
人
之
願
為
不

虛
矣
。　

次
男
　

周
作
人
泣
述
。

〔
追
記
〕

　
『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
二
〇
〇
七
年
第
四
期
に
「
周
作
人
与
松
枝
茂
夫
通
信
（
一
九
三
六
�
一
九
四
二
）」
が
掲
載
さ
れ
た
。

小
川
は
解
題
と
し
て
、「
关
于
周
作
人
与
松
枝
茂
夫
通
信
的
说
明
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
小
川
が
撮
影
し
た
書
簡
の

デ
ジ
タ
ル
画
像
に
基
づ
き
、
周
作
人
遺
族
の
手
で
整
理
校
訂
し
直
し
た
も
の
で
、
周
作
人
書
簡
及
び
周
作
人
が
添
削
し
た
質
疑
応
答

部
分
の
み
が
収
録
さ
れ
、
松
枝
茂
夫
の
日
本
語
書
簡
部
分
は
省
か
れ
て
い
る
。
こ
の
経
緯
か
ら
、
文
字
校
訂
に
つ
い
て
は
今
号
よ
り

『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
二
〇
〇
七
年
第
五
期
分
（
一
九
四
三
年
〜
一
九
五
六
年
）
も
参
照
し
た
も
の
の
、
文
字
の
不
一
致
は

残
っ
て
い
る
。
ご
諒
解
を
乞
い
た
い
。

240


